
デジタル化推進対策特別委員会資料

令和４年７月20日

県 土 整 備 部

建設業におけるデジタル化の推進状況について



建設業就業者数の推移（県内）

○ 県内の建設業就業者数（令和２年度）は約42,000人で、ピーク時（平成7年度）から約38％減。
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（総務省「国勢調査」）

(人)



建設業の担い手の状況（県内）
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○ 建設業就業者の年齢構成は、２９歳以下が１割弱であり、一方、５０歳以上は、半数以上となっている。
○ 今後、５０歳以上の退職が進むことから、担い手不足に対応するための生産性向上は不可欠。
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建設業就業者の年齢構成（R2国勢調査～41,697人の内訳）

２９歳以下は９．７％

５０歳以上は
５２．９％

(人)

(歳)



■国土交通省では、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの全てのプロセス
でＩＣＴ等を活用する「i-Construction」を推進し、建設現場の生産性を2割向上すること
を目指している。

【生産性向上イメージ】

■これらの取組によって、従来の3Kのイ
メージを払拭して、多様な人材を呼び込
むことで人手不足も解消し全国の建設
現場を新3K（給与が良い、休暇がとれ
る、希望がもてる）の魅力ある現場への
改善が期待できる。

ｉ-Construction ～建設現場の生産性向上～
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生産性向上、働き方改革の取組

■県土整備部においても、デジタル技術を活用し主に以下の取組を行い、建設現場の生産性
向上及び働き方改革を推進している。

①ＩＣＴ活用工事

②情報共有システム

③遠隔臨場

④建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）



測量

発注者

O
K

設計・
施工計画

施工 検査i-Construction

設計図に合わ
せ丁張り設置

現場検測による
出来形管理丁張りに合わせて施工

③ICT建設機械による
施工、3次元出来形管理

④検査の省力化①ドローン等による３次元測量 ②３次元測量データによる
設計・施工計画

ドローン等による写真測量等によ
り、短時間で面的（高密度）な３次
元測量を実施。

３次元測量データ
（現況地形）と設計
図面との差分から、
施工量（切り土、盛
り土量）を自動算出。

３次元設計データ等により、ICT建設
機械を自動制御

ドローン等による３次元測
量を活用した検査等により、
出来形の書類が不要とな
り、検査項目が半減。

測量
設計・
施工計画

検査従来方法

測量の実施

平面図 縦断図

横断図

設計図から施工
土量を算出

施工

３次元設計データ
等を通信

書類による検査
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重ね合わせブロック化

差分
切り土

盛り土

３次元出来形管理により、検測などの
作業が大幅に削減ヒートマップ

①ＩＣＴ活用工事の概要（土工）



①ＩＣＴ活用工事の取組
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※Ｒ３発注工事は、繰越工事があるため、今後の受発注者間協議により件数等は増加する。

年度 実施件数 新規実績
業者数

対象工事

Ｈ２９ ２件 ２社 土工量10,000m3以上を対象

Ｈ３０ ３６件 ２６社
予定価格3,000万円以上に拡大
土工量の規定を削除

Ｒ１ ３８件 １７社

Ｒ２ ６９件 ２９社 予定価格1,500万円以上に拡大

Ｒ３ ４５件※ １８社※ ＩＣＴ舗装工の追加

合 計 １９０件 ９２社

今後は、ＩＣＴ研修をより充実させるとともに、従来よりも小規模な工事を対象とした
ＩＣＴ活用工事の普及を図ることにより、中小の建設業における取組の拡大に繋げていく。

Ｂクラス業者の実績も年々増加している



②情報共有システムの取組

県土整備部では、平成29
年度より建設工事にて情報
共有システムの試行を開始。
また、令和4年1月からは、
設計などの委託業務におい
ても情報共有システムの試
行を開始。

このことにより、工事書類
の処理の迅速化などが図ら
れる。

令和３年度には、４６９件
（全体の３割程度）の工事
で実施

工事帳票の承認・回答

情報共有システム
（ＡＳＰ）

連絡送受信

関連資料の共有

工事帳票の作成・提出

連絡送受信

関連資料の共有

発注者 受注者

工事帳票の
提出・決裁

連絡
掲示板

共有
データ

電子納品データ

書類を

探しやす
い！

データで
管理でき
る！
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●施工者の声
・土木事務所までの移動が無くなり、現場管理に時間を
回せる。
・紙媒体での印刷が削減でき、経費削減に繋がった。
・人との接触機会が削減でき、コロナ対策にも繋がった。



③遠隔臨場の取組
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県土整備部では、令和３年４月に「建
設現場における遠隔臨場の試行要領」
を定め、すべての工事を対象に、ウェ
アラブルカメラやモバイル端末を用い
て映像と音声の双方向通信により現場
の状況をリモートで確認する『遠隔臨
場』の試行を開始。

このことにより、現場への移動時間な
どが削減され、受発注者の働き方改革
の推進と生産性向上が期待される。

【立会状況（現場）】【立会状況（発注事務所）】

事務所から片道１時間程度の山間部の工事にて遠隔臨場を活用（西都土木事務所の事例）

●施工者の声
〈効果〉
・発注者の移動時間による手待ちが解消さ
れるので工程を短縮できる。

〈課題〉
・山間部では、通信圏外の地域があり、遠
隔臨場を実施できない場合がある。
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9④建設キャリアアップシステム（CCUS）の概要



④建設キャリアアップシステム（CCUS）の取組
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○県土整備部のＣＣＵＳの取組
Ｒ２．８～：ＣＣＵＳモデル工事を一部の工事で導入
Ｒ３．６～：総合評価落札方式にてＣＣＵＳの取組を評価
Ｒ３．６～：ＣＣＵＳ導入に係る初期費用の一部を助成
令和４・５年度建設工事入札参加資格から事業者登録を加点対象

令和４年７月からは、すべての工事において、ＣＣＵＳモデル工事の対象とし、
更なる普及・拡大に努めている。

◆県内の登録事業所数 令和4年5月末現在

登録済 許可業者数※１ 登録割合

1,107 4,320 25.6%

◆県内の登録技能者数

登録済 技能者数※２ 登録割合

6,688 26,451 25.3%

※１ 令和4年3月末の許可業者数

※２ R2国勢調査からの推計


